
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課

主
催
に
よ
る
講
座
「
国
史

跡

旧
東
田
川
郡
役
所
及

び
郡
会
議
事
堂
を
知
る
」

、

、

が
９
月

日

月
５
日

28

10

月
９
日
に
、
３
回
に
わ

11た
っ
て
開
か
れ
ま
す
。

第
１
回
は
、
小
幡
知
之

氏
（
山
形
工
科
短
期
大
学

校
学
校
長
）
に
よ
り
、
建

造
物
の
歴
史
的
価
値
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
す
。

小
幡
氏
は
、
昨
年
７
月

日
に
、
市
教
育
委
員
会

30主
催
の
「
国
史
跡

旧
東

田
川
郡
役
所
及
び
郡
会
議

事
堂

未
来
へ
つ
な
ぐ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
第
Ⅱ
基

調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

建
築
史
の
視
点
か
ら
、

「
明
治
建
築
の
沿
革
を

た
ど
れ
ば
、
明
治

年
代

10

ま
で
は
西
洋
建
築
が
積
極

的
に
摂
取
さ
れ
た
が
、
明

治

年
代
に
日
本
建
築
が

20
再
認
識
さ
れ
、
旧
東
田
川

郡
役
所
の
現
存
の
２
代
目

郡
役
所
の
和
風
基
調
は
、

建
築
界
の
や
や
先
取
り
し

た
取
り
組
み
。

全
国
的
に
旧
郡
役
所
の

数
が
減
少
し
、
現
存
し
て

、

い
る
の
は
全
国
で

棟
で

32

和
風
基
調
は
現
存
６
棟
の

み
。創

建
当
初
の
位
置
に
そ

の
ま
ま
存
在
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
こ
の
場
所
が
経、

て
き
た
時
代
の
厚
い
層
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来

。」

。

る

と
語
っ
て
い
ま
し
た

定
員
は

人
ま
で
で
、

50

。

申
し
込
み
は
藤
島
庁
舎
へ
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（月２００円程度）
9月 17人 5,380円
8月 37人 39,950円

国
史
跡
を
学
ぶ
３
回
の
講
座

旧
東
田
川
郡
役
所
及
び
郡
会
議
事
堂
を
知
る

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

永
慶
寺
境
内
散
歩
⑥

明
峰
保
育
園

八
色
木
に
保
育
園
が
出

来
た
の
は
昭
和

年
（
１

28

９
５
３
）
か
ら
で
、
永
慶

寺
の
境
内
に

坪
の
園
舎

24

を
建
て
、
八
栄
島
地
区
の

、

。

４
５
歳
児
を
保
育
し
た

当
時
は
保
育
施
設
も
少

な
か
っ
た
の
で
、
他
の
地。

区
か
ら
も
入
園
し
て
い
た

児
童
た
ち
は
山
門
に
入

り
、
月
円
禅
山
大
和
尚
の

座
像
に
「
ノ
ノ
様
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
辞。

儀
を
し
て
園
舎
に
入
っ
た

や
が
て
施
設
の
基
準
や

保
母
資
格
な
ど
の
こ
と
も

あ
り
、
廃
止
し
た
い
と
の

願
い
が
出
さ
れ
た
。

八
栄
島
地
区
の
部
落
長

が
相
談
し
、
旧
八
色
木
公

会
堂
を
一
部
改
造
し
て
、

昭
和

年
（
１
９
７
２
）

47

か
ら
地
区
経
営
の
保
育
園

に
利
用
し
、
同

年
か
ら

51

町
営
に
移
管
し
た
。

翌

年
に
小
学
校
跡
地

52

に
１
１
４
坪
の
園
舎
を
建

設
し
、
児
童
館
に
変
わ
っ

た
。こ

の
施
設
も
、
少
子
化

に
よ
り
藤
島
町
内
４
ヵ
所

の
児
童
館
を
１
ヵ
所
に
統

合
し
た
た
め
、
平
成

年
16

に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
現
在
の
「
こ
り
す

保
育
園
」
で
あ
る
。

明
峰
保
育
園
は
、
太
平

山
永
慶
寺
開
創
の
明
峰
素。

哲
禅
師
の
名
に
由
来
す
る

（

）

こ
の
項
終
わ
り



藤
島
地
域
の
小
中
学
校

整
備
の
検
討
に
か
か
る
藤

島
小
学
校
区
の
懇
談
会
委
（

員

人
）
が
８
月

日
、

21

24

東
栄
小
学
校
区
の
懇
談
会

（
同

人
）
が

日
、
各

15

28

地
区
の
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
（
義
務

教
育
学
校
）
整
備
に
つ
い

て
「
地
域
の
議
論
を
推
進

、
し
、
小
学
校
区
住
民
の
意

向
を
把
握
す
る
た
め
（
設
」

置
要
綱
第
１
条
）
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
の
資
料

説
明
の
後
、
一
人
ひ
と
り

か
ら
質
問
や
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

で
は
、

藤
島
小
学
校
区

「
小
学
校
が
新
し
く
な

る
の
で
あ
れ
ば
、
少
子
化

の
将
来
を
考
え
て
、
今
が

統
合
の
チ
ャ
ン
ス
と
思

う
、」「長

沼
地
区
は
藤
小
に、

統
合
に
な
っ
て
い
る
の
で

抵
抗
は
な
い
、」

「
小
学
校
卒
業
、
中
学

校
入
学
と
い
う
成
長
の
節

が
見
れ
な
い
の
は
不
満
だ

が
、
行
事
等
で
対
応
し
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、」

等
の
意
見
が
あ
り
、
小
学

校
が
新
し
く
な
る
の
で
、

反
対
の
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

で
は
、

東
栄
小
学
校
区

「
廃
校
に
な
っ
た
後
の

校
舎
の
管
理
は
問
題
だ
」

「
同
じ
建
物
の
中
で
、

私
服
と
制
服
が
混
じ
る
、」

「
小
中
一
貫
の
教
育
を

理
解
す
る
の
は
難
し
い
。

先
生
方
が
大
変
そ
う
だ
。

少
子
化
や
財
政
問
題
か
ら

仕
方
が
な
い
。
良
さ
の
あ

る
今
の
小
学
校
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
の
か
、」

「

、

通
学
は
不
便
に
な
り

集
落
に
１
人
し
か
い
な
く

な
っ
て
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
対
応
が
出
来
る
の
か
、」

「
児
童
生
徒
の
体
形
の

、

」、

大
小
が
余
り
に
も
違
う

「
廃
校
に
な
っ
た
場
合

に
、
ま
す
ま
す
過
疎
化
が

進
む
、」

「
小
学
生
と
中
学
生
の

行
動
範
囲
は
違
う
の
で
、

一
貫
校
は
無
理
だ
。」

一
方
で
「
子
ど
も
が
少

、

な
い
の
は
、
体
育
や
遊
び

な
ど
藤
島
小
と
較
べ
て
不

利
と
感
じ
る
、」

「
少
人
数
だ
と
同
じ
人

と
し
か
遊
ば
な
い
。
狭
い

範
囲
に
懸
念
が
あ
る
、
等
」

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

長
期
に
先
延
ば
し

一
つ
の
学
校
の
整
備
に

３
～
５
年
か
か
り
ま
す
。

１
校
の
建
設
に
は
約
40

億
円
。
そ
の
倍
の
建
設
費

と
文
厚
エ
リ
ア
の
整
備
を

含
め
、
１
０
０
億
円
規
模

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

小
中
一
貫
校
を
持
ち
込

ん
だ
た
め
に
議
論
が
混
乱

し
、
藤
島
中
学
校
の
改
築

が
長
期
に
先
延
ば
し
に
な

る
の
は
必
至
で
す
。

裏
金
問
題
な
ん
だ
か
ら
、

そ
れ
を
取
り
戻
す
に
は
裏

金
に
関
係
な
い
、
透
明
な

政
治
を
候
補
者
が
ど
う
国。

民
に
語
り
掛
け
る
か
だ
ろ

彼
ら
に
出
来
る
の
か
な
。

▲
甘
い
も
の
に
蟻
が
集
ま

る
よ
う
に
、
金
に
集
っ
て

や
っ
て
き
た
の
が
自
民
党

だ
か
ら
、
体
質
を
変
え
る

の
は
無
理
か
。
も
う
資
金

づ
く
り
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を

や
っ
ち
ゃ
っ
た
議
員
も
い

る
と
い
う
じ
ゃ
な
い
？

▲
一
方
・
対
岸
の
大
統
領

候
補
選
び
だ
が
、
ご
老
体

の
現
大
統
領
が
出
な
い
と

な
り
、
現
副
大
統
領
が
候

補
者
に
な
る
事
で
急
に
勢

い
が
出
て
き
た
と
み
る
。

か
つ
て
女
性
候
補
が
勝
つ

と
の
報
道
を
見
せ
つ
け
ら

れ
、
勝
者
は
相
手
候
補
だ

っ
た
事
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
も
気
を
付
け
な
い
と
。

▲
今
回
で
身
を
引
く
者
同

士
が
、
合
う
計
画
と
か
。

こ
っ
ち
は
、
国
賓
待
遇
へ

の
お
礼
を
兼
ね
た
卒
業
旅

行
か
ナ
。
そ
れ
に
、
誰
も

知
ら
な
い
お
土
産
が
あ
っ

た
り
し
て
（
石
川
）

。

で
当
連
載
で
も
、
そ
う
呼

称
す
る
こ
と
に
す
る
。

台
石
の
正
面
の
高
さ
59

、
裏
面

、
南
北
の

㎝

㎝
48

幅
２
３
４

、
奥
行
き
約

㎝

候
補
者
は
多
い
が

テ
レ
ビ
は
、
自
民
党
の

総
裁
選
び
に
立
憲
民
主
党

の
代
表
者
選
び
、
米
国
大

統
領
の
候
補
者
選
び
と
が。

重
な
っ
て
実
に
賑
や
か
だ

こ
れ
に
台
風

号
の
迷
走

10

が
加
わ
り
、
ど
ち
ら
も
目

が
離
せ
な
い
と
い
う
処
。

▲
自
民
党
の
総
裁
に
な
れ

ば
総
理
大
臣
に
な
れ
る
の

で
、
そ
の
時
は
そ
れ
な
り、

の
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が

裏
金
に
ど
う
対
処
す
る
か

を
言
っ
て
い
る
の
は
一
人

か
。
こ
れ
だ
っ
て
対
抗
馬

か
ら
批
判
さ
れ
て
お
り
、

言
う
よ
う
に
進
む
の
か
。

▲
裏
金
を
意
識
し
て
の
事

だ
ろ
う
が
、
自
民
党
は
変

わ
る

と
言
っ
て
い
る
人

も
。
何
を
根
拠
に
ど
う
変

わ
る
と
言
う
の
か
。
お
題

目
で
ご
ま
か
さ
れ
な
い
よ

う
に
見
て
い
か
な
い
と
ネ

～
。
か
つ
て

自
民
党
を

ぶ
っ
壊
す

の

お
題
目

が
あ
っ
た
か
ら
サ
。

▲
な
に
し
ろ
、
自
民
党
の

信
頼
が
地
に
落
ち
た
の
は

台
石(

だ
い
い
し)

、

こ
れ
ま
で
の
連
載
で
は

台
座
石
と
し
て
き
た
が
、

今
の
石
材
界
で
は
台
石
だ
（

い
い
し
）
と
し
て
い
る
の

東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
③

青
山

崇

１
３
８

で
、
改
良
碑
全

㎝

体
の
中
で
は
、
碑
を
支
え。

る
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る

庭
石
な
ど
に
使
え
ば
か

な
り
，
中
核
的
に
な
り
う

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
質
は
不
明
と
の
こ
と

だ
が
、
少
な
く
と
も
近
辺

の
も
の
で
は
な
い
と
の
こ

と
で
、
さ
ら
に
調
査
を
進

め
た
い
。

ま
た
、
碑
と
台
石
を
ど

の
よ
う
に
組
み
立
て
た
の

。（

）

か
不
明
で
あ
る

つ
づ
く

稲作改良碑の台石の計測（渡部隆志氏より）

稲作改良碑の台石の計測（渡部隆
志氏より）

小
中
一
貫
校
（
義
務
教
育
学
校
）整
備

藤
島
小
と
東
栄
小
の
懇
談
会


